
Subject: [申込締切延⻑ 2/25まで] 2020年度第2回STE現象報告会（3/4）のお知らせ

皆様、

明⽇2⽉19⽇までの申込としていた、2020年度第2回STE現象報告会（3/4）
ですが、2⽉25⽇（⽊）まで申込を延⻑させていただきます。

申込ウェブフォーム
https://is.isee.nagoya‐u.ac.jp/app‐workshop/symposium2021/

皆様のご参加をよろしくお願いいたします。

世話⼈⼀同
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名古屋宇宙地球環境研究所研究集会、及び、第447回⽣存圏シンポジウム︓
令和2年度（2020年度）・第2回STE（太陽地球環境）現象報告会（STE event report workshop)
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 STE現象報告会は、複合系の科学をめざす宇宙天気の研究会です。実際の観測を題材にして、我々を取り巻
く複雑な⾃然を研究しています。直近に限らずこれまで観測した興味深い現象についての活発な議論を通し
て太陽地球系と宇宙天気を深く理解するための場を
提供します。

⽇時︓ 2021年3⽉4⽇(⽊）
場所︓Zoomによるオンライン会議（URLは後⽇お送りします）

（１）概況報告︓直近の半年間（2020年9⽉〜2021年3⽉）の現象の概況を報告します。
2019年12⽉より第25太陽周期が開始されて1年が経過しました。⿊点相対数は増加しており、10⽉以降の⽉
平均値は2桁に届いています。X線フレア活動も上昇し、2020年11⽉にはMクラスのフレアが発⽣しました。
地球磁気圏では、⾼速太陽⾵及びCMEに伴う磁気擾乱が⼩規模ですが増加傾向にあり、新たな太陽活動周期の
始まりを感じさせます。

・2020年9⽉ CMEに伴う擾乱
2020/09/30 14UT 淡いCME

2020/10/05‐ 磁場擾乱
  太陽⾵速度 07UT頃に衝撃波到来、330 ‐> 360km/s前後
  太陽⾵磁場強度  2nT ‐> 10nT前後
  太陽⾵磁場南北成分 ‐10nT前後の強い南向き
  地上磁場 Dst最⼩値‐40nT（10/05 22UT）、AE‐1000nTを超えるオーロラ活動

・2020年10⽉ コロナホールに伴う擾乱
北半球中⾼緯度のコロナホール
2020/10/23‐ 磁場擾乱
  太陽⾵速度 400km/s ‐> 550km/s前後
  太陽⾵磁場強度  5nT ‐> 15nT前後



  太陽⾵磁場南北成分 ‐10nT前後の強い南向き
  地上磁場 Dst最⼩値‐38nT（10/24 6UT）、AE‐1000nT程度のオーロラ活動

・2020年10⽉ CMEに伴う擾乱
2020/10/26 22UT頃 フィラメント消失（N30E10）、2020/10/27 3UT頃 CME

2020/11/01‐ 磁場擾乱
  太陽⾵速度 380km/s前後
  太陽⾵磁場強度 5nT ‐> 7nT前後
  太陽⾵磁場南北成分 ‐6nT程度の南向き
  地上磁場 Dst最⼩値‐28nT（11/01 20UT）、AE‐1000nT程度のオーロラ活動

・2020年11⽉ Mクラスフレア
2020/11/29 12UT M4.4 LDEフレア（太陽⾯東端）、CME

  CME噴出⽅向が東向きであったため、地球への⼤きな影響なし

・2020年12⽉ CMEに伴う擾乱
2020/12/07 16UT C7.4フレア（2790⿊点群）、Full‐Halo型CME

2020/12/10‐ 磁場擾乱
  太陽⾵速度 1.5UT頃に衝撃波到来 480km/s ‐> 580km/s前後
  太陽⾵磁場強度 7nT ‐> 15nT前後の間で推移
  太陽⾵磁場南北成分 ‐10nT前後の強い南向き
  地上磁場 2020/12/10 2UTにSIを観測

・2021年1⽉ CMEに伴う擾乱
2021/1/6 4UT頃 CME（北⻄）あるいは2021/1/8 6UT頃 フィラメント消失、CME（南⻄）
2021/1/11‐ 磁場擾乱
  太陽⾵速度 300km/s ‐> 480km/s前後
  太陽⾵磁場強度 2nT ‐> 20nT前後
  太陽⾵磁場南北成分 ‐17nT程度の南向き
  地上磁場 Dst最⼩値‐33nT（1/12 0UT）、AE‐800nT程度のオーロラ活動

・2021年1⽉ コロナホールに伴う擾乱
南半球低緯度のコロナホール
2021/1/25‐ 磁場擾乱
  太陽⾵速度 360km/s ‐> 600km/s前後
  太陽⾵磁場強度 5nT ‐> 10nT前後の間で推移
  太陽⾵磁場南北成分 ‐9nT前後の強い南向き
  地上磁場 Dst最⼩値‐43nT（1/26 10UT）、AE‐1500nT程度のオーロラ活動

（２）現象報告
上記報告期間に限らず、興味を引く様々な現象の観測データ、シミュレーションデータ、独⾃の解析結果な
どの発表を受け付けます。また、前24太陽周期のまとめや、今25周期の予測についての講演も歓迎します。

（３）話題提供、議論
最近得られた新たな知⾒や発⾒、古いイベントの再解析、複数イベントの⽐較解析などを受け付け、学⽣か
らシニアな研究者までが気軽に議論できる場を提供します。

問合せ先︓
・九州⼤学 国際宇宙天気科学・教育センター 阿部修司 abeshu at icswse.kyushu‐u.ac.jp



・名古屋⼤学 宇宙地球環境研究所 ⻄⾕ 望 nisitani at isee.nagoya‐u.ac.jp

・京都⼤学⽣存圏研究所 海⽼原祐輔 ebihara at rish.kyoto‐u.ac.jp

・情報通信研究機構 宇宙環境研究室 久保勇樹 kubo at nict.go.jp

・国⽴極地研究所 ⽚岡⿓峰 kataoka.ryuho at nipr.ac.jp
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